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判断基準 授業・教育活動 研究活動 学生・学外者の入構 課外活動 事務職員勤務体制 窓口業務 施設貸出 各種会議

レベル０

通常

 
平常時・危機がない状態

通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り 通常通り

レベル１

一部制限

 自粛要請は出ていないが、感
染への注意が必要な状態感染拡
大防止に留意して、授業の実施

オンライン授業の積極的利用 感染拡大防止に留意して通常通
りの研究活動を認める

感染拡大防止に留意して入構を
認める

感染拡大防止に留意して活動を
認める

感染拡大防止に留意して通常通
り

感染拡大防止に留意して窓口業
務を実施

学内者：人数を制限して貸出許可

外部：原則貸出不可
（ただし、大学が許可した一部施
設のみ利用可）

感染拡大防止に留意して開催

レベル２

制限―小

 
大人数での行事、イベント等に
ついて自粛要請がでている状態

原則オンライン授業で実施

人数を制限しての一部対面授業
等の実施

学会等の研究集会への参加及び
主催の原則禁止
 
学内での研究活動については、
研究環境に留意して許可

学生：感染拡大防止対策を実施し
て入構を認める
（マスク着用、手指消毒等感染防
止対策の実施）

 
学外者：学内入構制限
（大学が許可した一部施設のみ利
用可）

原則活動禁止
（ただし自主練習・活動は学生の
健康管理、感染予防に配慮し、指
導者・監督等が承認した場合可）

 

感染拡大防止対策を実施して、通
常通り
 （マスク着用、手指消毒、ビニー
ルカーテン設置等）

感染拡大防止対策を実施して窓
口業務を実施
（マスク着用、手指消毒、ビニール
カーテン設置等）
 
原則メール又は電話での問合わ
せ

窓口での相談、提出物等は、必要
最小限

学内者：人数を制限して貸出許可

外部：原則貸出不可
（ただし、大学が許可した一部施
設のみ利用可）

感染拡大防止対策を実施して対
面会議を行う
 
オンライン会議又は書面会議の
積極的活用

レベル３

制限―中

 
緊急事態宣言は発令されていな
いが、外出の自粛などの要請が
でている状態

オンライン授業のみ実施
（実験・実習等の授業の実施にお
いて大学が許可した一部施設の
み利用可）

授業の準備も原則在宅
（必要な場合のみ入構可）

出張の原則中止
 
学会等の研究集会への参加及び
主催の禁止

原則、在宅での研究
（必要な場合のみ入構可）

学 生：原則入構自粛

学外者：学内入構制限・建物立
入り禁止

全面活動禁止 在宅勤務、時短勤務の推進 原則メール又は電話での問合わ
せのみ

窓口での相談、提出等は、総務
課に事前の届を行う

貸出不可 可能な限りオンライン会議又は
書面会議で実施（並行）

レベル４

制限―大

 
緊急事態宣言が発令されている
状態
（ただし、大学が休止の要請がな
かった場合は、レベル３に準じた
対応を検討）

オンライン授業のみ実施

実験・実習等の授業の実施におい
て大学が許可した一部施設のみ
利用について検討

授業の準備も原則在宅
（必要な場合のみ入構可）

出張の原則中止

学会等の研究集会への参加及び
主催の禁止

原則、在宅での研究
（必要な場合のみ入構可）

学 生：原則入構禁止
（入構する必要がある場合は、学
部等の教員、職員が把握。また、
可能な限り短時間で退出）

学外者：学内入構制限・建物立入
り禁止

全面活動禁止 在宅勤務

原則教職員全体の７割
時短勤務

窓口業務停止

メール又は電話での問合せのみ

貸出不可 緊急事態対応の会議以外は、原
則オンライン会議又は書面会議
とする

レベル５

重大な緊急事態
 
大学諸活動の原則停止
（感染拡大により、教職員が出勤
できない状態等）

オンライン授業のみ実施 研究資産維持のために必要最低
限の人員のみ学部長等の許可を
得て入構可

全て入構禁止

入構の際は、守衛を配置してい
る入口とし、身分証明の提示及
び入構記録

全面活動禁止 在宅勤務

原則教職員全体の10割

メール問い合せのみ 貸出不可 オンライン会議又は書面会議の
み可

次の場合は入構可　 １）中止することにより大きな研究の損失を被ることになる、長期間にわたって継続している実験を遂行中の研究

２）進行中の実験を終了あるいは中断する業務に関わる研究

３）生物の世話、液体窒素の補充、冷凍庫修理など研究材料の維持あるいはサーバーの維持のために一時的に入室する研究

九州産業大学・九州産業大学造形短期大学部 コロナウイルス感染拡大防止のための活動指針


